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本 研 究 は 、 公 共 建 築 に お い て 住 民 参 加 に よ り 最 も 適 切 な 設 計 者 及 び 施 行 者 を 公

正 性 ・ 透 明 性 ・ 客 観 性 を 持 っ て 選 定 す る 手 法 を 確 立 す る た め の 基 礎 研 究 で あ る 。

近 年 、 住 民 参 加 に よ る 設 計 競 技 が 集 中 し て い る 群 馬 県 に お い て 、 こ れ ま で に プ ロ

ジ ェ ク ト 形 成 マ ネ ー ジ メ ン ト（ 以 下 、Ｐ Ｆ Ｍ ）グ ル ー プ が 関 与 し て き た 一 連 の「 設

計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計 提 案 競 技 」 及 び 「 施 工 者 選 定 住 民 参 加 型 施 工 計 画 提 案 競

技 」 を 対 象 に 手 法 の 分 析 を 行 い 、 当 該 手 法 の 一 般 的 化 へ の 可 能 性 に つ い て 検 証 す

る こ と を 目 的 と す る 。  

公 共 建 築 は 周 辺 環 境 に 与 え る 影 響 が 大 き い た め 、 地 域 住 民 の 関 心 が 高 く 、 建 設

プ ロ セ ス に 関 す る 情 報 公 開・説 明 責 任・住 民 参 加 を 求 め る 動 き が 活 発 化 し て い る 。

特 に 、 設 計 者 を ど う 選 ぶ か は 建 築 の 質 を 決 定 す る 最 も 重 要 な 問 題 で あ り 、 住 民 参

加 に よ る 設 計 者 選 定 を 望 む 声 が 高 い 。 し か し 、 多 く の 市 町 村 は 住 民 参 加 に よ る 設

計 者 選 定 手 法 に 関 し ノ ウ ハ ウ が な く 、 国 や 県 に 依 存 し な け れ ば な ら な い 。 反 面 、

住 民 と の 直 接 的 接 触 の 少 な い 国 や 県 は 、 住 民 参 加 に 対 す る 意 識 が 希 薄 で 、 組 織 と

し て 住 民 参 加 に よ る 設 計 者 選 定 手 法 を 確 立 で き て い な い 。 こ れ が 住 民 参 加 の 阻 害

要 因 の 一 つ で あ る と 考 え ら れ て い る 。  
住 民 参 加 で 地 域 に 親 し ま れ る 公 共 建 築 を 建 設 す る た め 、 大 学 ・ 建 築 専 門 家 ・ 行

政 関 係 者 等 か ら 構 成 さ れ る Ｐ Ｆ Ｍ グ ル ー プ を 設 立 し た 。 こ れ は 、 富 弘 美 術 館 建 設

検 討 委 員 会 の 推 進 過 程 に お い て 創 出 さ れ た 概 念 で 、 学 識 経 験 者 と し て 参 加 し た 早

稲 田 大 学 中 川 武 教 授 を は じ め と し た 数 名 の 議 論 に よ り 命 名 し た も の で あ る 。 プ ロ

ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ メ ン ト が す で に あ る プ ロ ジ ェ ク ト を 主 体 的 運 営 す る こ と で あ る

の に 対 し 、 Ｐ Ｆ Ｍ は プ ロ ジ ェ ク ト を 形 成 し 、 運 営 管 理 す る 能 力 ま た は 技 術 力 が 不

足 し て い る 地 方 自 治 体 に 対 し て 、 Ｐ Ｆ Ｍ グ ル ー プ が プ ロ ジ ェ ク ト の 形 成 か ら 目 標

達 成 に 至 る 一 連 の 必 要 な ノ ウ ハ ウ と ネ ッ ト ワ ー ク を 提 供 す る こ と で 地 方 自 治 体 の

プ ロ ジ ェ ク ト を 支 援 し 、 よ り 効 果 的 な 結 果 を 引 き 出 す た め の 手 法 で あ る 。 こ れ ま

で 、 群 馬 県 内 の 市 町 村 に お い て 公 共 建 築 を 中 心 に 設 計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計 提 案

競 技 に 関 し て 主 催 者 で あ る 行 政 の 依 頼 に よ り 事 務 局 側 に 加 わ り 、 プ ロ グ ラ ム 作 成

及 び プ ロ ジ ェ ク ト 運 営 管 理 を 支 援 し て い る 。  

 「 公 開 な け れ ば 参 加 な し 」 と い う 言 葉 で 代 表 さ れ る よ う に 、 行 政 へ の 「 住 民 参

加 」で は そ の プ ロ セ ス の 公 開 が と り わ け 重 要 で あ る 。な ぜ な ら 、そ の 背 景 に は「 知

る 権 利 」 に 基 づ く 積 極 的 な 情 報 公 開 へ の 理 念 が 存 在 す る か ら で あ る 。 現 在 、 住 民

参 加 に よ る 設 計 者 選 定 の 手 法 と し て 一 般 的 に 確 立 さ れ た も の は な く 、 先 進 的 地 方

自 治 体 が 実 験 的 に 試 み る 程 度 に 止 ま っ て い る 。 さ ら に 、 プ ロ ジ ェ ク ト 途 中 に お い

て 行 政 側 の 一 方 的 な 方 針 変 更 、 住 民 合 意 形 成 と 議 会 と の 不 整 合 、 事 務 局 の 意 図 的

な 誘 導 と 言 っ た 新 た な 問 題 が 発 生 し て い る 。 こ う し た 状 況 を 改 善 す る た め に 、 Ｐ

Ｆ Ｍ は 「 設 計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計 提 案 競 技 」 と 併 せ て 「 施 工 者 選 定 住 民 参 加 型

施 工 計 画 提 案 競 技 」 の 手 法 を 開 発 し た 。  
設 計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計 提 案 競 技 と は 、 Ｐ Ｆ Ｍ 手 法 を 導 入 し て 実 施 し た 一 連
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の 設 計 競 技 運 営 過 程 で 成 立 し た シ ス テ ム で あ る 。 設 計 者 選 定 を 目 的 と し 、 具 体 的

な 提 案 に 基 づ き 審 査 を 行 い 、設 計 者 を 特 定 す る が 、選 定 さ れ た 案 に は 拘 束 さ れ ず 、

設 計 者 は 選 定 案 を 叩 き 台 と し 、 住 民 と 協 働 し て 基 本 設 計 か ら 進 め る も の で あ る 。   

施 工 者 選 定 住 民 参 加 型 施 工 計 画 提 案 競 技 と は 、 富 弘 美 術 館 建 設 検 討 委 員 会 の 議

論 の 過 程 で 創 出 さ れ た 施 工 者 選 定 競 技 手 法 で 、 一 般 公 募 型 ・ 二 段 階 審 査 方 式 で あ

る 。 ま ず 、 一 次 審 査 で は 価 格 評 価 と し て 公 開 制 限 付 一 般 競 争 予 備 入 札 を 行 い 、 有

効 最 低 入 札 者 か ら 数 え て 数 者 を 施 工 計 画 提 案 競 技 参 加 者 と し て 指 名 す る 。 次 に 、

二 次 審 査 で は 価 格 評 価 は 行 わ ず 、 施 工 計 画 に 関 す る 提 案 を 求 め 、 公 開 ヒ ア リ ン グ

及 び 公 開 最 終 審 査 を 通 じ て 最 も ふ さ わ し い 施 工 者 を 選 出 し て 随 意 契 約 す る 。 い ず

れ の 手 法 も 、 住 民 参 加 を 前 提 条 件 と し 、 知 る 権 利 に 基 づ く プ ロ セ ス 公 開 と 、 競 技

の 公 正 性 ・ 透 明 性 ・ 客 観 性 を 追 求 す る も の で あ る 。  

本 論 文 は 序 章 、 １ ～ ３ 章 、 各 章 を 要 約 し た 終 章 、 資 料 編 か ら 構 成 さ れ て い る 。  
序 章 は 研 究 の 概 要 を 記 し た も の で 、 研 究 の 背 景 、 目 的 、 方 法 、 お よ び 調 査 対 象

プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要 な ど を ま と め た 。  
第 １ 章 で は 、 設 計 競 技 プ ロ セ ス を 可 能 な 限 り オ ー プ ン な 形 で シ ス テ ム 化 す る た

め 、「 設 計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計 提 案 競 技 」に 焦 点 を 当 て 、時 系 列 に 沿 っ て 各 段 階

に お け る 問 題 点 と 開 発 テ ー マ を 整 理 分 析 し 一 般 手 法 と し て の 可 能 性 を 検 証 し た 。  
そ の 結 果 、 住 民 参 加 型 設 計 競 技 の メ リ ッ ト と し て 、 ① 様 々 な 段 階 に お い て 、 住

民 参 加 の 機 会 が 提 供 さ れ る 、 ② プ ロ セ ス 公 開 に よ り 行 政 不 信 が 懸 念 さ れ る 非 公 開

部 分 が 減 少 す る 、 ③ 審 査 の 完 全 公 開 に よ り 少 な く と も 設 計 者 選 定 の 理 由 が き ち ん

と 説 明 さ れ 、 住 民 ・ 使 用 者 が そ の 建 築 の 建 設 に 向 き あ う た め の 手 掛 か り に な る 、

④ 審 査 会 へ の 住 民 参 加 者 は 審 査 プ ロ セ ス の 中 で 結 果 的 に 第 三 者 的 立 会 人 と な る 、

⑤ 子 ど も 達 を 含 む 住 民 が プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 へ の 参 加 が で き る 、 ⑥ 様 々 な 人 達 と

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 図 れ る 、 ⑦ 設 計 競 技 終 了 後 も ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 継 続 さ れ

る 可 能 性 が あ る と い う 結 論 を 得 た 。 ま た 、 問 題 点 と し て は 、 ① 参 加 者 と 非 参 加 者

の 間 に 発 生 す る 情 報 格 差 と 意 識 の ず れ の 解 消 に 大 き な エ ネ ル ギ ー を 要 す る 、 ② 住

民 参 加 型 で あ る に も か か わ ら ず 、 現 状 で は 社 会 の 未 成 熟 に よ り 専 門 家 を 中 心 と し

た 審 査 委 員 会 構 成 と な ら ざ る を 得 な い 、 ③ 住 民 参 加 に 対 す る 社 会 的 ル ー ル が 確 立

し て い な い た め 、 行 政 の 一 方 的 な 施 策 転 換 等 に よ り 住 民 参 加 の 継 続 性 や 既 存 の 合

意 形 成 事 項 が 無 視 さ れ る 可 能 性 が あ る と い う 結 論 を 得 た 。 今 後 の 検 討 課 題 と し て

は 、 ① 住 民 参 加 に お け る 審 査 の 独 立 と 孤 立 に 対 応 す る シ ス テ ム を ど の よ う に 備 え

る べ き か 、 ② 住 民 参 加 で 行 っ た 合 意 形 成 の 認 知 と 継 続 性 を 担 保 す る シ ス テ ム は 議

会 制 民 主 主 義 の 中 で ど の よ う な 形 態 を と る の か 、 ③ 住 民 が い ず れ 建 築 家 を 決 定 す

る こ と に 建 築 家 は ど の よ う に 耐 え る か 等 が 考 え ら れ る 。  

第 2 章 で は 、応 募 者 側 か ら 見 た「 設 計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計 提 案 競 技 」に 関 し 、

応 募 者 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 か ら 手 法 の 分 析 を 行 い 、 住 民 参 加 に よ る

設 計 者 選 定 の 一 つ の 手 法 と し て 、 一 般 化 へ の 可 能 性 を 検 証 し た 。  

2 



 

3 

そ の 結 果 、 当 該 設 計 競 技 は 、 ① 「 設 計 競 技 に よ り 公 共 建 築 の 質 を 高 め る こ と が

で き る 。」と い う 意 識 と 、②「 全 審 査 プ ロ セ ス 公 開 が 審 査 の 公 正 性・信 頼 性 を 確 保

す る 。」と い う 意 識 を 高 め る こ と に 寄 与 し て い る こ と が わ か っ た 。ま た 、審 査 プ ロ

セ ス 公 開 に 関 し て 応 募 者 側 は 、 ① 審 査 の 公 正 性 ・ 信 頼 性 に つ な が る 、 ② 提 案 書 の

理 解 の 促 進 、 ③ 住 民 と 建 築 と の 関 係 性 を 高 め る 可 能 性 が あ る と い う 肯 定 意 見 に 対

し 、 反 面 、 ④ 審 査 判 断 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 、 ⑤ 審 査 時 間 の 制 限 に よ り 意

見 が 割 れ た と き の 対 応 が 難 し い 、 ⑥ 審 査 委 員 の 良 識 に 負 う と こ ろ が 大 き い な ど の

問 題 点 や 今 後 の 検 討 課 題 が 存 在 す る が 相 対 的 に 審 査 プ ロ セ ス を 公 開 す る こ と に メ

リ ッ ト を 感 じ て い る と い う 意 見 で あ っ た 。 さ ら に 、 審 査 委 員 会 構 成 に 関 し て 、 住

民 代 表 が 正 当 に 審 査 に 参 加 す る こ と は 理 想 で は あ る が 、 参 加 条 件 と し て 、 ① 審 査

員 と し て の 資 質 確 保 、 ② 住 民 代 表 選 出 方 法 の 適 正 化 、 ③ 社 会 的 責 任 の 明 確 化 が 必

要 で あ る 。し か し 、こ う し た 条 件 が 整 わ な い 場 合 、「 専 門 家 と の 対 話 を 通 し て 選 定

プ ロ セ ス に 参 加 す る こ と の 方 が 現 段 階 で は よ り 現 実 的 対 応 で あ る 。」と い う Ｐ Ｆ Ｍ

の 考 え 方 に も 妥 当 性 が あ る も の と 考 え 、 専 門 家 の み に よ る 審 査 委 員 会 の 構 成 が あ

り う る と 結 論 し た 。 公 開 ヒ ア リ ン グ を 含 む 競 技 全 般 に か か る 経 費 抑 制 な ど 、 今 後

の 検 討 課 題 は あ る が 、 本 研 究 の 分 析 結 果 よ り 、 当 該 競 技 手 法 は 住 民 参 加 に よ る 設

計 者 選 定 手 法 の 一 つ の と し て 一 般 化 へ の 可 能 性 が あ る と 結 論 し た 。  

第 ３ 章 で は 、「 東 村 立 富 弘 美 術 館 建 設 施 工 者 選 定 住 民 参 加 型 施 工 計 画 提 案 競 技 」

を 事 例 と し 、住 民 参 加 に よ る 施 工 者 選 定 手 法 と し て の 一 般 化 の 可 能 性 を 検 証 し た 。 

そ の 結 果 、 住 民 参 加 し た こ と に よ る 利 点 と し て 、 ① 完 全 公 開 に よ り 不 祥 事 の 発

生 す る 余 地 が 少 な く な る 、 ② 住 民 が 施 工 者 や 技 術 を 理 解 す る 機 会 と な る 等 が あ っ

た 。 仕 組 み に よ る 利 点 と し て 、 ③ 価 格 評 価 と 技 術 評 価 の 完 全 分 離 に よ り 異 な っ た

評 価 軸 を 一 元 的 に 評 価 す る と い っ た 矛 盾 を 生 じ な い 、 ④ 談 合 は し に く い 、 ⑤ 技 術

的 課 題 が 事 前 に 検 討 さ れ る と い う 結 論 を 得 た 。 反 面 、 ⑥ 高 度 技 術 で は 大 手 ゼ ネ コ

ン が 有 利 で あ る 、 ⑦ 参 加 者 に 多 大 な 時 間 と エ ネ ル ギ ー を 課 す 、 ⑧ 毎 回 こ の よ う な

労 力 を 課 す こ と は 非 現 実 的 で あ る と い っ た 問 題 点 が 指 摘 さ れ た 。 分 析 の 結 果 、 施

工 難 易 度 の 高 い 建 物 ほ ど 住 民 が 理 解 し に く く 、 審 査 経 過 を 正 し く 認 識 す る た め に

は 専 門 家 の 議 論 に 立 ち 会 う こ と や 選 定 プ ロ セ ス に 参 加 す る こ と が よ り 重 要 と な る

と い う 結 論 を 得 た 。 今 後 の 検 討 課 題 は 、 ① 設 計 が 完 成 し た 上 で 工 事 業 者 が 決 定 さ

れ る と い う 公 共 工 事 の 建 前 に 反 す る 恐 れ が あ る 、 ② 技 術 提 案 に よ り 建 物 性 能 の 責

任 所 在 が 不 明 確 に な る 等 が 挙 げ ら れ た 。 以 上 の こ と か ら 総 合 的 に 判 断 す る と 、 施

工 難 易 度 の 高 い 公 共 建 築 の 工 事 の 際 に 適 し て お り 、 住 民 参 加 に よ る 施 工 者 選 定 手

法 と し て の 一 般 化 へ の 可 能 性 が あ る と 結 論 し た 。  

終 章 は 各 章 の 要 約 を 結 論 と し た 。 ま た 、 地 方 自 治 体 が 本 報 告 書 を 参 考 に 住 民 参

加 に よ る 設 計 者 あ る い は 施 工 者 選 定 競 技 を 実 施 す る 際 の 資 料 と し て 、 各 提 案 競 技

を 通 し て 開 発 し た 各 応 募 要 項 を 資 料 編 に 収 録 し た 。
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研 究 業 績          

種 類 別 題     名 発  表 

発行掲載誌名 

発  表 

発行年月 

連名者 

(申請者含む)

論文 応 募 者 側 か ら 見 た 設 計 者 選

定 住 民 参 加 型 設 計 提 案 競 技

手 法 の 検 証 ー 群 馬 県 に お け

る 事 例 を 中 心 と し て ー  

日 本 建 築 学 会

計 画 系 論 文 集

第 ６ ０ ４ 号  

 

2006 年 6 月  

（掲載決定） 

椎名映夫 

論文 施 工 者 選 定 住 民 参 加 型 施 工

計 画 提 案 競 技 の 方 法 論 ー 群

馬 県 に お け る 事 例 を 中 心 と

し て ー  

日 本 建 築 学 会

計 画 系 論 文 集

第 ６ ０ ３ 号  

2006 年 5 月  

（掲載決定） 

椎名映夫 

論文 設 計 者 選 定 住 民 参 加 型 設 計

提 案 競 技 に お け る プ ロ セ ス

公 開 の 方 法 論 ー 群 馬 県 に お

け る 事 例 を 中 心 と し て ー  

日 本 建 築 学 会

計 画 系 論 文 集

第 ５ ８ ９ 号  

2005 年 3 月  

 

椎名映夫 

講演 PFM 手法による設計者選定住民参

加型設計提案競技 

東京都立川市 2004 年 12 月 椎名映夫 

講演 PFM 手法による設計者選定住民参

加型設計提案競技 

愛知県豊橋市 2004 年 11 月 椎名映夫 

シンポ 

ジューム 

特別教養講座 

地方分権時代の市民活動最前線 

第 ８ 回 Vnet セ

ミ ナ ー  

 

2003 年 1 月  

 

神津カンナ 

椎名映夫 

他 2名 

著書 富 弘 美 術 館 コ ン セ プ ト ＆ ガ

イ ド  
ー 発 想 の 転 換 ―  
 

鹿島出版会 2005 年 4 月  ヨコミゾマコト

椎名映夫 

その他 ま ち づ く り 教 科 書 ４ 巻 ・ 公

共 建 築 設 計 者 選 定 ・ 第 6 章

公 共 建 築 の 発 注 / 新 し い 動

き と 特 別 な 場 合  
 

丸善 2004 年 3 月  

 
椎名映夫 

その他 ど う し て「 富 弘 美 術 館 」が 施

工 提 案 競 技 に な っ た の か  

 

 

 

 

 

新建築 2003 年 10 月  

 
椎名映夫 
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研 究 業 績        

種 類 別 題     名 発  表 

発行掲載誌名 

発  表 

発行年月 

連名者 

(申請者含む)

その他 歴 史 ・ 災 害 ・ 人 間   
下 巻 ＜ 展 示 の 文 法 ＞  
編 ・ プ ロ セ ス 公 開 の 方 法 論  

 

（財）歴史民族博

物館振興会 

2003 年 6 月 椎名映夫 

その他 住民参加による設計者の選定方

法・住民参加型ＰＦＭ手法 

建築雑誌 2003 年 1 月 椎名映夫 

その他 夢を育み続ける富弘美術館のサポ

ーターたち 

社会教育 2002 年 9 月 大久保邦子 

椎名映夫 

その他 どうして「新富弘美術館」が国際

設計競技になったのか 

新建築 2002 年 4 月 椎名映夫 

その他 

（シンポ

ジューム） 

桐生町サミット 生涯学習桐生市

民の「桐生の歴史

を歩こう」委員会

2002 年 3 月 西坂一夫 

椎名映夫 

他５名 

その他 

（講演） 

沼田の歴史と街づくりを考える 

講座と討論会 

 

 

群馬県沼田市 2001 年 2 月 椎名映夫 

その他 

（講演） 

中心市街地活性化事業研究 

ホートンプラザ 

群馬県景観形成

連絡協議会 

2000 年 5 月 椎名映夫 

その他 

（講演） 
国際協力「環境と開発」 群馬県景観形成

連絡協議会 

 

 

 

 

 

 

 

2000 年 5 月 椎名映夫 
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研 究 業 績        

種 類 別 題     名 発  表 

発行掲載誌名 

発  表 

発行年月 

連名者 

(申請者含む)

その他 
（Lecture） 

JICA 技術協力専門家養成研修 

「ぐんま星空憲章」と環境 

D e p ar t m e n t  o f  
E n v i r o n m e n t  
M i n i s t r y  o f  
S c i e n ce  
M a l a y s i a  

2000 年 2 月 椎名映夫 

その他 
（Lecture） 

JICA 技術協力専門家養成研修 

尾瀬の現況と保全活動 

 

 

PAYA I ND A H  

Malaysian 

Wetlands 

Foundation 

2000 年 2 月 椎名映夫 

その他 
（Lecture） 

JICA 技術協力専門家養成研修 

ブラジル交通計画 

(Parana State/ Curitiba) 

V i e t nam  

M i n i s t r y  o f  

I n d u s t r y   

2000 年 3 月 椎名映夫 

その他 

（講演） 

榛名湖畔観光街ゾーン活性化のた

めの提案 

群馬県景観形成

連絡協議会 

1999 年 6 月 椎名映夫 

その他 

（講演） 

群馬における２１世紀 

新産業イメージ 

群馬県景観形成

連絡協議会 

1999 年 6 月 椎名映夫 

その他 
（Lecture） 

The 4th International Conference 

on Long Term Care Management

( Fureai-town ) 

C a l i f o r n i a  
Sa n - Dieg o  

 

1998 年 6 月 椎名映夫 

その他 
（Lecture） 

The 3th International Conference 

on Long Term Care Management

( Fureai-town ) 

C a l i f o r n i a  
Sa n - Dieg o  

 

1996 年 6 月 椎名映夫 

その他 

（講演） 

阪神大震災からの教訓 

アメリカに見る住環境づくり 

群馬県 1996 年 椎名映夫 

その他 

（講演） 

景観と街づくり 群馬県藤岡市 1996 年 椎名映夫 
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